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は
じ
め
に

（
そ
の
二
）

ー
応
永
末
年
ー
永
享
初
年
の
三
郎
元
重
と
観
匪
座
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
1

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
永
享
四
年
(
-
四
三
二
）
八
月
に

十
郎
元
雅
が
伊
勢
で
客
死
し
て
約
七
カ
月
後
の
永
享
五
年
三
月
、
世

阿
弥
は
「
却
来
華
」
の
冒
頭
に
、

当
道
の
芸
跡
の
条
々
、
亡
父
の
庭
訓
を
承
け
し
よ
り
以
来
、
今

老
後
に
及
ん
で
、
息
男
元
雅
に
至
る
ま
で
、
道
の
奥
義
残
り
な

く
相
伝
終
り
て
、
世
阿
は
一
身
の
一
大
事
の
み
を
待
ち
つ
る
処

、
、
、
、
、
、

に
、
思
は
ざ
る
外
、
元
雅
早
世
す
る
に
よ
て
、
当
流
の
道
絶
え

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

て
、
一
座
す
で
に
破
滅
し
ぬ
。
さ
る
ほ
ど
に
、
嫡
孫
は
い
ま
だ

幼
少
也
。
や
る
方
な
き
二
跡
の
芸
道
、
あ
ま
り
に
あ
ま
り
に
老

心
の
妄
執
、
一
大
事
の
障
り
と
も
な
る
ば
か
り
な
り
。
た
と
ひ

他
人
な
り
と
も
、
そ
の
人
あ
ら
ば
、
こ
の
一
跡
を
も
預
け
置
く

ベ
け
れ
ど
も
、
し
か
る
べ
き
芸
人
も
な
し
。

世
阿
弥
と
三
郎
元
重

と
い
う
絶
望
的
な
慨
嘆
を
書
き
つ
け
て
、
一
座
（
観
世
座
）
の
破
滅

を
宣
言
し
て
い
る
。
世
阿
弥
は
前
年
の
九
月
、
元
雅
没
後
ま
も
な
い

こ
ろ
執
筆
の
『
夢
跡
一
紙
』
に
も
、
元
雅
の
逝
去
を
「
道
の
破
滅
」

と
嶼
い
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
か
ら
、
こ
の
と
き
の
世
阿
弥
が
元
雅
の

早
世
に
よ
っ
て
、
観
阿
弥
以
来
の
芸
統
を
伝
え
て
き
た
観
世
座
が
解

体
し
た
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
は
そ

れ
に
続
け
て
、
「
た
と
ひ
他
人
な
り
と
も
、
そ
の
人
あ
ら
ば
、
こ
の

一
跡
を
も
預
け
置
く
べ
け
れ
ど
も
、
し
か
る
べ
き
芸
人
も
な
し
」
と

し
て
い
る
が
、
こ
の
記
述
に
つ
い
て
は
、
香
西
精
氏
が
「
元
雅
行

年
考
ー
新
・
三
郎
養
嗣
子
説
ー
」
（
『
続
世
阿
弥
新
考
』
）
に
お
い
て
、
「
現

に
目
の
前
に
観
世
大
夫
を
名
の
っ
て
い
る
元
重
の
あ
る
の
を
無
視
し

て
、
ま
る
で
観
世
の
流
れ
を
酌
ま
な
い
他
流
で
あ
る
か
の
よ
う
な
扱

い
方
を
し
て
い
る
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
ま
っ
た
く
そ
の
と
お
り
で

あ
っ
て
、
こ
の
時
点
に
お
い
て
、
世
阿
弥
が
三
郎
元
重
を
観
世
座
の

一
員
と
考
え
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

天

野

文

雄

ー



以
上
の
『
却
来
華
j

や
そ
れ
に
先
立
つ
『
夢
跡
一
紙
』
か
ら
、
元

雅
が
没
し
た
永
享
四
年
こ
ろ
に
は
、
世
阿
弥
は
三
郎
元
重
を
観
世
座

の
一
員
と
考
え
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
そ
れ
ゆ
え
、
元
雅
の
没
後
、

亡
き
元
雅
に
代
わ
る
有
力
な
座
衆
が
い
な
い
観
世
座
は
破
滅
し
た
と

考
え
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
そ
も
そ
も
、
世
阿
弥
は
、
か
つ

て
は
観
世
座
（
あ
る
い
は
観
世
家
）
の
後
継
者
と
決
め
て
い
た
三
郎
元

重
を
、
い
っ
た
い
い
つ
か
ら
こ
の
よ
う
に
観
世
座
の
一
員
と
み
な
さ

な
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

本
稿
で
は
、
応
永
末
年
＼
永
享
初
年
こ
ろ
の
能
界
の
動
向
と
一
体

不
可
分
の
関
係
に
あ
る
世
阿
弥
と
三
郎
元
重
の
微
妙
な
関
係
を
、
右

に
述
べ
た
よ
う
な
、
三
郎
元
重
と
観
世
座
と
の
関
係
、
あ
る
い
は
観

世
座
に
お
け
る
三
郎
元
重
の
位
置
と
い
う
視
点
か
ら
検
討
し
よ
う
と

す
る
も
の
だ
が
、
こ
こ
に
三
郎
元
重
と
観
世
座
と
の
関
係
と
い
う
の

は
、
た
と
え
ば
た
ん
に
三
郎
元
重
の
分
派
的
な
活
動
と
い
う
よ
う
な

実
態
面
の
こ
と
で
は
な
く
、
あ
る
時
期
の
三
郎
元
重
が
組
織
と
し
て

、
、
、
、

の
観
世
座
の
一
員
で
あ
る
の
か
ど
う
か
、
と
い
う
い
わ
ば
制
度
的
な

関
係
の
こ
と
で
あ
り
、
あ
る
い
は
世
阿
弥
が
三
郎
元
重
を
い
つ
ま
で

観
世
座
の
一
員
と
み
な
し
て
い
た
か
と
い
う
世
阿
弥
の
意
識
の
問
題

で
も
あ
る
。
上
述
の
よ
う
に
、
永
享
四
年
こ
ろ
に
は
、
三
郎
元
重

は
確
実
に
観
世
座
の
一
員
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る

が
、
以
下
で
は
、
そ
う
な
っ
た
の
が
い
つ
か
ら
な
の
か
、
あ
る
い

は
世
阿
弥
が
一
二
郎
元
重
を
い
つ
ま
で
観
世
座
の
一
員
と
考
え
て
い
た

の
か
、
と
い
っ
た
こ
と
な
ど
を
い
く
つ
か
の
点
か
ら
考
え
て
み
た
い

の
で
あ
る
。
そ
れ
は
お
の
ず
か
ら
、
世
阿
弥
出
家
以
後
の
応
永
末
年

＼
永
享
初
年
の
能
界
の
動
向
に
つ
い
て
の
考
察
と
も
な
る
も
の
と
思

、つ。

『
満
済
准
后
日
記
』
永
享
元
年
五
月
三
日
条
の

「
観
世
大
夫
両
座
」
を
め
ぐ
っ
て

【

l
、
「
満
済
准
后
日
記
」
の
「
観
世
大
夫
両
座
」
】

三
郎
元
重
と
観
世
座
の
関
係
と
い
う
と
、
ま
ず
想
起
さ
れ
る
の

は
、
「
満
済
准
后
日
記
」
永
享
元
年
(
-
四
二
九
）
五
月
三
日
条
の
「
観

世
大
夫
両
座
」
で
あ
ろ
う
。

永
享
元
年
五
月
三
日
、
三
条
坊
門
の
将
軍
第
の
馬
場
に
お
い
て
大

掛
か
り
な
能
が
催
さ
れ
た
。
こ
の
能
は
、
前
年
、
急
逝
し
た
兄
義
持

の
あ
と
を
う
け
て
足
利
将
軍
家
の
家
督
を
継
承
し
、
ニ
カ
月
前
の
三

月
十
五
日
に
将
軍
宣
下
を
受
け
た
ば
か
り
の
義
教
の
主
催
で
あ
る
か

ら
、
義
教
が
晴
れ
て
義
持
の
後
継
者
と
な
っ
た
こ
と
を
天
下
に
宜
言

す
る
こ
と
を
目
的
に
し
た
祝
儀
の
能
と
思
わ
れ
る
が
、
周
知
の
よ
う

に
、
こ
の
能
興
行
を
伝
え
る
「
満
済
准
后
日
記
j

同
日
条
に
は
、
「
観

世
大
夫
両
座
」
と
い
う
記
述
が
み
え
る
。
あ
ら
た
め
て
そ
の
記
述
が

あ
る
『
満
済
准
后
日
記
』
の
記
事
を
か
か
げ
る
な
ら
ば
、
以
下
の
と

お
り
で
あ
る
。
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於
窒
町
殿
御
所
笠
懸
馬
場
ー
、
観
世
大
夫
両
座
一
手
、
宝
生
大
夫
・

十
二
五
郎
一
手
ニ
テ
出
合
申
楽
在
レ
之
。
如
多
夕
武
峰
芸
能
五
竺

其
沙
汰
＿
了
。
乗
馬
甲
冑
等
悉
用
二
実
馬
実
甲
冑
一
了
。
驚
二
耳
目
―

了
。
二
條
摂
政
、
聖
護
院
准
后
、
如
意
寺
准
后
、
実
相
院
、
宝

池
院
、
青
蓮
院
、
徳
大
寺
、
少
生
等
、
於
二
同
桟
敷
一
見
物
。
一

献
等
為
二
公
方
細
竺
仰
付
一
也
。
終
日
活
計
。
申
楽
十
五
番
仕
候
了
。

自
此
桟
敷
中
l

寄
合
、
万
疋
進
仕
了
。

こ
の
能
は
会
場
が
御
所
邸
内
で
は
な
く
、
屋
外
の
笠
懸
馬
場
で
あ

り
（
笠
懸
馬
場
は
固
有
名
詞
で
は
な
く
笠
懸
ー
騎
射
ー
を
行
う
馬
場
の
こ
と
ら

し
い
）
、
「
如
多
夕
武
峰
芸
能
五
主
其
沙
汰
一
了
。
乗
馬
甲
冑
等
悉
用
二

実
馬
実
甲
冑
一
了
」
と
あ
る
よ
う
に
、
一
部
に
実
馬
・
実
甲
冑
を
用

よ、
9

い
た
い
わ
ゆ
る
多
武
峰
様
の
能
が
上
演
さ
れ
た
こ
と
で
も
著
名
な
催

し
で
あ
る
。
上
演
さ
れ
た
能
は
十
五
番
で
、
一
建
内
記
』
同
日
条
に

よ
れ
ば
、
そ
の
う
ち
の
三
番
が
《
綾
織
》
（
《
呉
服
》
）
、
《
一
谷
先
陣
》
（
《
二

度
掛
》
）
、
《
秦
始
皇
》
（
《
咸
陽
宮
》
）
で
（
カ
ッ
コ
内
は
相
当
す
る
現
行
曲
あ

る
い
は
廃
曲
の
曲
名
を
記
し
た
）
、
そ
の
う
ち
《
一
谷
先
陣
》
（
《
二
度
掛
》
）

が
多
武
峰
様
で
上
演
さ
れ
た
こ
と
、
そ
の
《
一
谷
先
陣
》
に
十
郎
元

雅
が
義
経
役
で
、
三
郎
元
重
が
梶
原
役
で
登
場
し
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
ま
た
、
『
申
楽
談
儀
』
十
一
条
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
こ
の
能
に

は
世
阿
弥
も
招
か
れ
て
い
て
、
《
鵜
飼
》
を
演
じ
た
ら
し
い
こ
と
も

知
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
と
き
の
能
は
系
統
を
異
に
す
る
座
や
演
能

グ
ル
ー
プ
が
招
集
さ
れ
、
そ
れ
が
二
手
に
別
れ
て
の
「
出
合
」
と
い

う
か
た
ち
で
催
さ
れ
た
点
で
も
や
や
異
彩
を
は
な
っ
て
い
る
。
「
出

合
」
は
「
立
合
」
と
同
義
で
、
現
代
風
に
い
え
ば
ニ
チ
ー
ム
に
よ
る

対
抗
戦
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
二
手
の
一
方
が
「
観

世
大
夫
両
座
」
で
あ
り
、
も
う
一
方
が
宝
生
大
夫
（
通
称
、
実
名
と
も

不
明
）
と
十
二
五
郎
(
+
二
権
守
康
次
）
の
連
合
チ
ー
ム
で
あ
っ
た
。

こ
の
「
観
世
大
夫
両
座
」
の
「
両
座
」
は
、
十
郎
元
雅
の
「
座
」

と
三
郎
元
重
の
「
座
」
と
す
る
点
で
異
説
が
な
い
が
（
も
ち
ろ
ん
、

策
者
も
そ
う
考
え
て
い
る
）
、
三
郎
元
重
と
観
世
座
の
関
係
を
考
え
よ
う

と
す
る
場
合
に
、
ま
ず
こ
の
記
事
が
想
起
さ
れ
る
の
は
、
い
う
ま
で

も
な
く
「
観
世
大
夫
両
座
」
と
い
う
、
あ
た
か
も
観
世
座
が
二
つ
存

在
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
そ
の
記
述
ゆ
え
で
あ
る
。
こ
の
能
が
催
さ

れ
た
の
は
、
も
と
も
と
三
郎
元
重
を
後
援
し
て
い
た
義
教
が
前
年
に

足
利
将
軍
家
の
家
督
を
継
承
し
て
以
来
、
急
速
に
一
＿
一
郎
元
重
を
引
き

立
て
は
じ
め
た
時
期
で
あ
り
、
こ
の
「
観
世
大
夫
両
座
」
の
記
述
を

も
っ
て
、
そ
れ
以
前
に
観
世
座
は
分
裂
し
て
い
た
ー
三
郎
元
重
は
観

世
座
の
一
員
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
ー
．
と
考
え
る
の
は
ご
く
自
然

な
道
筋
で
は
あ
ろ
う
。
事
実
、
こ
れ
ま
で
も
、
こ
の
記
事
に
つ
い
て

は
ほ
ぼ
そ
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
き
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
以
下

で
は
、
ま
ず
こ
の
「
観
世
大
夫
両
座
」
に
つ
い
て
の
諸
家
の
見
解
を

概
観
し
て
お
こ
う
。

3
 



【

2
、
「
観
世
大
夫
両
座
」
に
つ
い
て
の
諸
家
の
見
解
】

も
っ
と
も
、
こ
の
記
事
に
つ
い
て
の
言
及
は
意
外
な
こ
と
に
あ
ま

り
多
く
は
な
い
。
以
下
、
そ
れ
を
時
代
順
に
み
て
ゆ
こ
う
。

ま
ず
、
野
々
村
戒
三
氏
の
理
解
。
野
々
村
氏
は
昭
和
六
年
刊
の
『
能

楽
古
今
記
』
の
「
観
世
四
代
史
考
」
に
お
い
て
、
「
永
享
元
年
五
月

三
日
、
一
方
に
観
世
両
座
と
、
一
方
に
宝
生
太
夫
及
び
十
二
五
郎
と

の
、
出
合
猿
楽
が
、
室
町
御
所
の
笠
懸
馬
場
で
張
行
せ
ら
れ
た
」
と

し
て
『
満
済
准
后
日
記
』
の
同
日
条
を
引
い
た
あ
と
、
「
是
慮
に
「
観

世
両
座
」
と
あ
る
の
は
、
世
阿
弥
の
甥
三
郎
後
音
阿
弥
の
方
と
の
両

座
を
云
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
」
と
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
十
三
年
の
同

氏
『
能
苑
日
渉
』
に
収
め
ら
れ
た
「
世
阿
弥
父
子
の
失
脚
」
も
ほ
ぽ

同
じ
記
述
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
だ
け
で
は
、
野
々
村
氏
が
「
観

世
大
夫
両
座
」
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
た
の
か
は
、
か
な
ら
ず

し
も
分
明
で
は
な
い
が
、
「
両
座
を
云
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
」
と
「
両

座
」
と
さ
れ
て
い
る
点
、
こ
の
記
事
を
観
世
座
の
分
裂
と
理
解
さ
れ

て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

つ
ぎ
は
能
勢
朝
次
氏
の
見
解
。
能
勢
氏
は
昭
和
十
―
―
一
年
刊
の
『
能

楽
源
流
考
』
の
「
観
世
猿
楽
考
」
の
な
か
で
二
度
に
わ
た
っ
て
問
題

の
記
事
を
引
い
て
い
て
、
そ
の
一
回
目
の
引
用
の
あ
と
で
は
、
「
こ

の
「
観
世
大
夫
両
座
」
と
あ
る
の
は
、
観
世
元
雅
の
座
と
音
阿
弥

の
座
と
見
る
べ
き
も
の
で
あ
る
」
（
七
二
四
頁
）
と
さ
れ
、
二
回
目
の

引
用
の
あ
と
に
は
、
「
こ
こ
に
観
世
大
夫
両
座
と
あ
る
の
は
、
観
世

大
夫
十
郎
元
雅
の
座
と
、
音
阿
弥
元
重
の
一
座
と
を
さ
し
た
も
の
で

あ
り
、
音
阿
の
座
の
成
立
し
て
ゐ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
と
思
ふ
」

（
七
五
四
頁
）
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
能
勢
氏
は
「
観
世

大
夫
両
座
」
を
観
世
座
の
分
裂
と
把
握
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

つ
ぎ
は
表
章
氏
の
見
解
。
表
氏
は
昭
和
五
十
三
年
一
月
の
「
鋏
仙
』

掲
載
の
「
「
観
世
大
夫
元
雅
」
小
考
ー
大
夫
号
の
意
義
の
変
遷
ー
」
（
「
観

世
流
史
参
究
j

所
収
）
に
お
い
て
、
「
永
享
以
後
に
は
…
既
に
「
観
世

大
夫
両
座
」
（
同
書
、
永
享
元
年
五
月
三
日
）
の
表
現
が
示
す
如
く
、
観

世
座
は
十
郎
元
雅
の
座
と
三
郎
元
重
の
座
に
分
裂
し
て
い
た
。
そ
し

て
将
軍
足
利
義
教
の
後
援
下
に
花
々
し
く
活
動
し
た
の
は
元
重
の
率

い
る
観
世
座
で
あ
り
、
元
雅
の
座
は
宝
生
座
と
同
程
度
に
し
か
幕
府

に
用
い
ら
れ
ず
、
永
享
四
年
の
元
雅
早
世
に
よ
っ
て
破
滅
す
る
に
至

る
の
で
あ
る
」
と
し
て
、
観
世
座
は
両
座
に
分
裂
し
て
い
た
と
さ
れ

て
い
る
。
表
氏
は
後
述
の
よ
う
に
後
年
に
は
や
や
異
な
る
理
解
を
す

る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
観
世
大
夫
両
座
」
を
観

世
座
の
分
裂
と
理
解
し
て
い
る
。

さ
い
ご
に
劇
作
家
堂
本
正
樹
氏
の
見
解
。
堂
本
氏
は
昭
和
六
十
一

年
に
当
時
の
研
究
状
況
を
よ
く
ふ
ま
え
た
ユ
ニ
ー
ク
な
世
阿
弥
の
評

伝
で
あ
る
『
世
阿
弥
』
（
劇
書
房
）
を
刊
行
し
て
い
る
が
、
同
書
で
は
、

永
享
初
年
の
三
郎
元
重
を
め
ぐ
る
状
況
が
、
「
分
裂
し
た
別
派
三
郎

の
座
」
「
別
派
観
世
座
」
な
ど
と
表
現
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
時
期
の

観
世
座
が
分
裂
し
て
い
た
と
の
立
場
で
執
箪
さ
れ
て
い
る
。
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「
観
世
大
夫
両
座
」
に
つ
い
て
見
解
が
直
接
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、

管
見
で
は
以
上
の
四
氏
く
ら
い
で
あ
る
が
、
こ
の
記
事
に
た
い
す
る

コ
メ
ン
ト
で
は
な
い
も
の
の
、
香
西
精
氏
が
「
元
雅
行
年
考
ー
新
・

三
郎
元
重
養
嗣
子
説
ー
」
（
『
続
世
阿
弥
新
考
』
）
に
お
い
て
、
応
永
三
十
四

年
(
-
四
二
七
）
の
稲
荷
辺
で
の
三
郎
元
重
の
勧
進
能
を
元
重
の
「
独

立
の
第
一
歩
」
と
と
ら
え
、
以
後
の
世
阿
弥
と
三
郎
元
重
の
関
係
を
、

「
元
雅
本
座
」
と
「
元
重
新
座
」
と
い
う
用
語
で
表
現
し
て
い
る
の
も
、

上
記
諸
氏
の
観
世
座
に
つ
い
て
の
理
解
と
同
じ
認
識
で
あ
ろ
う
。
香

西
氏
が
「
元
雅
本
座
」
「
元
重
新
座
」
と
い
う
用
語
を
用
い
て
い
る

の
も
、
「
観
世
大
夫
両
座
」
を
ふ
ま
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

以
上
は
「
観
世
大
夫
両
座
」
を
観
世
座
の
分
裂
と
と
ら
え
た
理
解

で
あ
る
が
、
一
方
、
こ
の
記
事
を
そ
う
と
ら
え
る
の
に
慎
重
な
立
場

も
あ
る
。
表
章
氏
の
後
年
の
理
解
が
そ
れ
で
、
氏
は
昭
和
六
十
二
年

の
「
岩
波
講
座
能
・
狂
言
I

〔
能
楽
の
歴
史
〕
」
の
「
能
楽
史
概
説
」

に
お
い
て
、
義
教
の
世
阿
弥
父
子
に
た
い
す
る
圧
迫
に
つ
い
て
述
べ

た
あ
と
、
「
同
じ
観
世
座
の
一
員
だ
っ
た
元
重
が
独
立
的
傾
向
を
示

す
よ
う
に
な
っ
た
の
も
当
然
の
趨
勢
で
、
「
観
世
両
座
」
な
る
記
録

も
現
わ
れ
、
実
質
は
元
重
が
観
世
座
の
主
流
を
占
め
る
に
至
っ
た
の

で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
問
題
の
「
観

世
両
座
」
を
元
重
の
「
独
立
的
傾
向
」
を
示
す
も
の
で
、
元
重
が
観

世
座
の
主
流
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
記
述
と
解

さ
れ
て
い
て
、
か
な
ら
ず
し
も
観
世
座
の
分
裂
と
は
と
ら
え
て
い
な

い
こ
と
が
窺
え
る
。
同
氏
は
ま
た
、
平
成
十
三
年
の
小
学
館
新
絹
日

本
古
典
文
学
全
集
「
連
歌
論
集
・
能
楽
論
集
・
俳
論
集
』
の
「
習
道
書
」

の
解
説
で
も
、
同
害
奥
書
年
記
の
永
享
二
年
(
-
四
三
0
)
当
時
の

能
界
の
状
況
ー
義
教
に
よ
る
三
郎
元
重
の
引
き
立
て
、
世
阿
弥
父
子

に
た
い
す
る
圧
迫
ー
を
述
べ
た
あ
と
、
「
観
世
座
が
三
郎
元
重
大
夫

と
十
郎
元
雅
大
夫
の
ニ
グ
ル
ー
。
フ
に
分
離
し
た
た
め
か
、
前
年
に
は

「
観
世
両
座
」
な
る
記
録
が
現
れ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
」
と
し
て
、
「
両

座
」
を
グ
ル
ー
プ
と
い
う
言
葉
で
表
現
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
「
観

世
大
夫
両
座
」
を
か
な
ら
ず
し
も
観
世
座
の
分
裂
と
は
み
よ
う
と
し

な
い
立
場
の
現
わ
れ
で
あ
ろ
う
。

【

3
、
「
観
世
大
夫
両
座
」
に
つ
い
て
の
私
見
】

以
上
、
『
満
済
准
后
日
記
』
の
「
観
世
大
夫
両
座
」
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
を
観
世
座
の
分
裂
と
す
る
理
解
が
一
般
的
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、

一
方
に
は
、
こ
の
記
事
を
た
だ
ち
に
そ
う
み
る
の
に
慎
重
で
、
こ
れ

を
「
観
世
座
内
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
」
と
す
る
立
場
の
あ
る
こ
と
も

紹
介
し
た
。

こ
の
う
ち
、
「
観
世
大
夫
両
座
」
を
観
世
座
の
分
裂
と
み
る
見
解

は
、
義
教
の
後
援
を
後
ろ
盾
に
し
た
永
享
初
年
当
時
の
三
郎
元
重
の

活
動
と
あ
わ
せ
考
え
る
な
ら
ば
、
ま
ず
は
自
然
な
理
解
と
し
て
よ
い

か
と
思
う
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
理
解
は
、
「
満
済
准
后
日
記
』
の

文
脈
か
ら
も
、
そ
れ
な
り
の
妥
当
性
が
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
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の
と
き
の
能
は
二
手
に
分
か
れ
て
の
立
合
だ
っ
た
が
、
一
方
の
宝
生

大
夫
と
十
二
五
郎
の
組
は
、
宝
生
座
と
十
二
座
と
い
う
二
座
の
連

合
チ
ー
ム
で
あ
る
(
+
二
五
郎
は
観
世
座
の
座
衆
的
な
側
面
も
持
つ
役
者
だ

が
、
ふ
だ
ん
は
十
二
座
と
い
う
座
の
棟
梁
と
し
て
活
動
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
）
。

と
す
れ
ば
、
も
う
一
手
の
「
観
世
大
夫
両
座
一
手
」
も
座
と
座
の
連

合
と
み
る
の
が
自
然
で
あ
り
（
な
に
よ
り
も
そ
こ
で
は
「
両
座
」
の
連
合

と
さ
れ
て
い
る
）
、
そ
の
点
で
、
こ
の
「
両
座
一
手
」
は
香
西
氏
の
記

述
に
し
た
が
え
ば
「
元
雅
本
座
」
と
「
元
重
新
座
」
と
い
う
二
つ
の

座
ー
ニ
つ
の
観
世
座
ー
の
連
合
と
み
る
の
が
自
然
と
い
う
こ
と
に

な
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
こ
で
筆
者
が
問
題
に
し
て
い
る
の
は
、
三
郎
元
重
が

世
阿
弥
父
子
と
離
れ
て
活
動
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
と
は
別
に
（
永

享
以
降
の
両
者
の
別
行
動
は
明
確
な
事
実
で
あ
る
）
、
こ
の
時
期
、
三
郎
元

重
が
観
世
座
と
い
う
組
織
の
一
員
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
あ
る
い
は

世
阿
弥
や
元
雅
が
そ
う
認
識
し
て
い
た
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
そ
の
点
に
お
い
て
「
観
世
大
夫
両
座
」
を
ど
う
解
す
べ
き
か
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
あ
ら
た
め
て
「
観
世
大
夫
両
座
一
手
」
と
い
う
表
現
に

着
目
し
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
「
観
世
大
夫
」
の
語
が
み
え
る
。
こ

の
時
期
の
記
録
（
ほ
と
ん
ど
が
「
満
済
准
后
H
記
』
）
に
み
え
る
観
世
大

夫
に
つ
い
て
は
そ
れ
が
惟
阿
弥
か
元
雅
か
で
論
が
分
か
れ
て
お
り
、

こ
の
「
観
世
大
夫
」
に
つ
い
て
も
同
様
の
問
題
が
あ
る
。
筆
者
は
こ

の
時
期
の
記
録
に
み
え
る
観
世
大
夫
は
世
阿
弥
で
あ
ろ
う
と
考
え
て

お
り
（
「
応
永
末
年
1
永
享
初
年
の
醍
醐
寺
清
龍
宮
祭
礼
能
の
「
観
世
大
夫
」
」
『
お

も
て
」

94
号
）
、
こ
の
「
観
世
大
夫
」
も
こ
の
催
し
に
参
加
し
て
い
た

世
阿
弥
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
が
、
そ
れ
は
と
も
あ
れ
、
こ
こ
で

明
確
に
し
て
お
き
た
い
の
は
、
こ
の
「
観
世
大
夫
」
が
世
阿
弥
、
元

雅
の
い
ず
れ
で
あ
れ
、
観
世
大
夫
は
一
人
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
点
に
留
意
す
る
な
ら
ば
、
問
題
の
「
観
世
大
夫
両
座
一
手
」
は
、

「
観
世
大
夫
の
側
は
世
阿
弥
父
子
と
元
重
の
両
演
能
グ
ル
ー
プ
が
連

合
し
て
一
手
に
な
っ
て
」
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
三
宝
院
満
済

も
そ
の
よ
う
な
意
味
あ
い
で
「
観
世
大
夫
両
座
一
手
」
と
記
し
た
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
要
す
る
に
、
「
観
世

大
夫
両
座
」
の
「
座
」
は
文
字
ど
お
り
座
（
猿
楽
座
）
の
謂
で
は
な
く
、

「
観
世
座
内
の
演
能
グ
ル
ー
プ
」
の
よ
う
な
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い

る
こ
と
に
な
り
、
さ
ら
に
い
え
ば
、
「
観
世
大
夫
両
座
」
は
「
観
世
座
」

内
に
有
力
な
二
つ
の
演
能
グ
ル
ー
プ
が
存
在
す
る
こ
と
を
端
的
に
示

す
資
料
で
は
あ
る
が
、
か
な
ら
ず
し
も
組
織
と
し
て
の
「
観
世
座
」

の
分
裂
と
か
、
組
織
と
し
て
の
二
つ
の
「
観
世
座
」
の
存
在
を
示
す

も
の
で
は
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
な
お
、
「
観
世
大
夫
両
座
」
の
「
座
」

が
か
な
ら
ず
し
も
猿
楽
座
の
意
味
で
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
『
習

道
書
」
に
頻
出
す
る
「
一
座
」
の
用
例
の
大
半
が
「
猿
楽
座
」
の
謂

で
は
な
く
「
そ
の
場
所
」
の
謂
で
あ
る
と
す
る
表
章
氏
の
指
摘
（
『
世

阿
弥
禅
竹
』
補
注
な
ど
）
が
参
考
に
な
る
。
そ
の
『
習
道
書
」
の
「
一
座
」
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の
多
く
は
、
表
氏
の
指
摘
の
よ
う
に
「
そ
の
場
所
」
の
意
味
で
も
あ

る
と
同
時
に
、
「
そ
の
と
き
の
グ
ル
ー
プ
」
と
解
す
る
こ
と
が
可
能

な
の
で
あ
る
。

以
上
の
私
見
は
さ
き
に
紹
介
し
た
表
章
氏
の
後
年
の
理
解
と
重

な
る
。
あ
る
い
は
、
こ
れ
だ
け
で
「
観
世
大
夫
両
座
」
を
「
観
世
座

内
の
二
つ
の
演
能
グ
ル
ー
プ
」
と
断
定
す
る
の
は
十
分
で
は
な
い
か

も
し
れ
な
い
が
、
こ
こ
で
は
と
り
あ
え
ず
、
従
来
は
観
世
座
の
分
裂

の
明
確
な
徴
証
と
考
え
ら
れ
て
い
た
「
観
世
大
夫
両
座
」
に
つ
い
て

は
、
以
上
の
よ
う
に
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
こ
と
を
述
べ
て
お

き
た
い
。

【

1
、

『
習
道
書
』

の
「
棟
梁
不
足
」
説
を
め
ぐ
っ
て

「
習
道
書
』
の
「
棟
梁
不
足
」
説
に
つ
い
て
の
表
章
氏
の
問
題

提
起
】

永
享
初
年
こ
ろ
の
「
観
世
座
」
の
実
態
を
考
え
よ
う
と
す
る
場
合

の
資
料
に
永
享
二
年
(
-
四
二
九
）
三
月
の
奥
書
が
あ
る
『
習
道
書
』

が
あ
る
。
同
書
は
、
「
一
座
成
就
」
す
な
わ
ち
能
の
上
演
に
お
い
て

理
想
的
な
成
功
を
実
現
す
る
た
め
に
、
能
の
役
ご
と
の
心
得
を
説
い

し

て

し

て

た
書
で
、
棟
梁
の
為
手
の
心
得
、
ワ
キ
の
為
手
の
心
得
、
鼓
役
者
の

心
得
、
笛
役
者
の
心
得
、
狂
言
役
者
の
心
得
と
い
う
順
に
各
役
の
心

得
が
説
か
れ
て
い
る
。
そ
の
ワ
キ
の
為
手
の
条
の
中
ほ
ど
に
、
つ
ぎ

そ
も
そ
も
、
脇
の
為
手
の
心
中
に
、
こ
と
わ
け
心
得
べ
き
道
あ

り
。
棟
梁
の
指
南
に
従
ふ
を
以
て
、
脇
の
為
手
と
は
名
づ
け
た

り
。
た
と
ひ
棟
梁
の
不
足
な
り
と
も
、
そ
れ
に
つ
き
て
も
、
カ

な
き
為
手
と
し
て
、
一
座
を
ホ
っ
ほ
と
の
主
頭
に
は
、
こ
と
わ

け
、
脇
の
為
手
従
ふ
べ
し
。
棟
梁
不
足
な
れ
ば
と
て
、
脇
の
為

手
の
上
手
、
別
心
の
曲
を
な
さ
ば
、
一
座
不
同
に
し
て
、
能
の

順
路
あ
る
べ
か
ら
ず
。
よ
き
に
も
従
ひ
、
悪
し
き
に
も
従
ふ
を

以
て
、
脇
の
為
手
と
す
。
こ
れ
第
一
の
具
行
な
り
。
具
行
な
く

ば
、
能
姿
無
異
に
は
あ
る
べ
か
ら
ず
。
こ
の
理
を
よ
く
よ
く
心

得
て
一
座
を
な
す
を
、
脇
の
為
手
の
道
と
は
申
す
べ
き
な
り
。

こ
こ
で
は
、
ワ
キ
の
心
得
と
し
て
、
棟
梁
の
為
手
に
従
う
べ
き
こ

と
が
一
貰
し
て
説
か
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
な
か
で
、
ワ
キ
は
た

と
え
棟
梁
の
為
手
が
力
量
不
足
で
あ
っ
て
も
棟
梁
の
為
手
に
従
う
べ

き
だ
と
、
棟
梁
へ
の
絶
対
服
従
と
も
い
え
る
心
得
が
強
い
調
子
で
説

か
れ
て
い
る
（
傍
線
部
）
。
こ
の
記
事
に
最
初
に
注
目
し
た
の
は
、
堂

本
正
樹
氏
の
『
世
阿
弥
』
で
、
堂
本
氏
は
こ
れ
を
一
般
論
と
は
み

ず
、
「
座
頭
た
る
十
郎
元
雅
の
、
実
力
不
足
、
人
望
不
足
、
人
気
不

足
」
を
示
唆
す
る
一
文
と
解
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
や
は
り
こ
の
記

事
を
一
般
論
と
は
み
ず
に
、
十
郎
元
雅
の
役
者
と
し
て
の
力
量
と
い

の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。
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う
点
か
ら
あ
ら
た
め
て
こ
の
記
事
に
注
目
し
た
の
が
、
「
観
世
流
史

参
究
」
と
題
し
て
『
観
世
』
誌
に
観
世
家
歴
代
の
事
績
の
再
検
討
を

連
載
執
筆
し
た
表
章
氏
で
あ
る
。
表
氏
は
、
そ
の
「
⑥
観
世
十
郎
元

雅
と
そ
の
後
裔
」
（
『
観
世
」
平
成
十
一
年
四
月
、
の
ち
『
観
世
流
史
参
究
j

〔平

成
二
十
年
、
檜
書
店
〕
に
収
録
）
の
な
か
の
「
C

、
元
雅
と
棟
梁
の
為
手
」

に
お
い
て
、
『
夢
跡
一
紙
』
が
伝
え
る
世
阿
弥
の
元
雅
賛
美
を
紹
介

し
た
あ
と
、
「
そ
れ
に
し
て
は
、
永
享
二
年
に
書
か
れ
た
『
習
道
書
』

に
気
に
な
る
一
文
が
含
ま
れ
て
い
る
」
と
し
て
、
右
の
記
事
を
引
い

た
あ
と
、
こ
の
記
事
が
提
起
す
る
能
楽
研
究
上
の
問
題
に
つ
い
て
つ

ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

難
解
な
所
も
あ
る
が
、
要
す
る
に
、
棟
梁
の
為
手
が
力
量
不
足

で
あ
っ
て
も
、
脇
の
為
手
は
棟
梁
に
従
え
と
の
教
訓
で
あ
る
。

当
時
の
観
世
大
夫
は
十
郎
元
雅
だ
っ
た
。
そ
れ
な
の
に
、
「
た

と
ひ
」
と
仮
定
の
形
で
は
あ
る
が
棟
梁
が
不
足
の
場
合
の
脇
の

為
手
の
心
得
を
説
い
て
お
り
、
こ
こ
だ
け
を
読
め
ば
元
雅
は
芸

力
不
足
の
大
夫
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
よ
う
。
そ
れ

で
は
前
述
の
「
夢
跡
一
紙
l

の
最
高
級
の
褒
め
言
葉
と
大
き
く

食
い
違
う
。
そ
こ
を
ど
う
解
す
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
当
時

の
観
世
座
の
状
況
に
こ
だ
わ
ら
ず
に
一
般
論
と
し
て
理
解
す

れ
ば
い
い
の
か
も
知
れ
な
い
。
『
習
道
書
』
の
全
体
が
一
曲
を

演
じ
る
中
で
の
主
役
・
脇
役
の
役
割
を
主
体
に
し
た
一
般
綸
中

心
に
論
じ
ら
れ
て
も
い
る
。
が
、
曲
中
で
の
役
割
を
越
え
て
わ

ざ
わ
ざ
書
き
添
え
た
右
の
一
文
を
、
当
時
の
観
世
座
の
状
況
と

無
縁
の
発
言
と
は
受
け
取
り
に
く
い
。
思
い
あ
ぐ
ね
て
ひ
ね
り

出
し
た
の
が
、
大
夫
即
棟
梁
と
決
め
つ
け
ず
に
、
当
時
の
観
世

座
の
棟
梁
は
出
家
し
た
も
の
の
現
役
と
し
て
活
動
し
て
い
た

世
阿
弥
で
、
高
齢
に
な
っ
た
自
己
を
「
棟
梁
不
足
」
「
力
な
き

為
手
」
の
語
で
表
現
し
、
脇
の
為
手
に
協
力
を
要
請
し
た
と
解

し
て
は
ど
う
か
と
の
考
え
で
あ
る
。
我
な
が
ら
釈
然
と
し
な
い

解
釈
で
あ
る
が
、
そ
う
で
も
解
さ
な
い
と
元
雅
名
人
説
を
疑
う

結
果
に
な
っ
て
し
ま
う
。
疑
う
の
が
正
し
い
の
か
も
知
れ
ず
、

大
方
の
御
高
教
を
賜
り
た
い
点
で
あ
る
。

こ
の
「
観
世
流
史
参
究
」
の
「
⑥
観
世
十
郎
元
雅
と
そ
の
後
裔
」

は
、
短
文
な
が
ら
、
こ
の
ほ
か
に
も
、
元
雅
と
元
能
は
ど
ち
ら
が
年

上
か
と
い
う
問
題
、
元
雅
の
初
名
が
元
次
だ
っ
た
ろ
う
と
い
う
定
説

へ
の
疑
義
、
元
雅
が
観
世
家
の
歴
代
に
数
え
ら
れ
て
い
な
い
理
由
な

ど
、
元
雅
の
事
績
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
留
意
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
問
題
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
こ
の
稿
が
発
表
さ
れ

た
平
成
十
一
年
当
時
、
こ
れ
ら
の
問
題
提
起
を
強
い
印
象
を
も
っ
て

読
ん
だ
記
憶
が
あ
る
が
、
こ
こ
に
紹
介
し
た
『
習
道
書
』
の
「
棟
梁

不
足
」
説
を
め
ぐ
る
問
題
提
起
は
、
た
ん
に
元
雅
の
役
者
と
し
て
の

力
量
と
い
う
問
題
だ
け
で
な
く
、
前
節
で
問
題
に
し
た
よ
う
な
、
当
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筆
者
に
は

時
の
観
世
座
の
状
況
と
も
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
点
で
、

き
わ
め
て
重
要
な
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
こ
れ
も
表
章
氏
が
言
及
し
て
い
る
よ
う
に
、
右
の
「
習

道
書
』
の
「
棟
梁
不
足
」
説
に
つ
い
て
は
、
あ
く
ま
で
も
そ
れ
は

一
般
論
だ
と
す
る
見
方
も
あ
ろ
う
。
現
に
、
『
風
姿
花
伝
』
奥
義
に

み
え
る
「
た
と
ひ
、
天
下
に
許
さ
れ
を
得
た
る
ほ
ど
の
為
手
も
、
カ

な
き
因
果
に
て
、
万
一
少
し
廃
る
る
時
分
あ
り
と
も
、
田
舎
・
遠
国

の
褒
美
の
花
失
せ
ず
ば
、
ふ
つ
と
道
の
絶
ふ
る
こ
と
は
あ
る
べ
か
ら

ず
」
と
い
う
箇
所
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
を
当
時
の
世
阿
弥
が
実
際
に

一
時
「
廃
る
る
時
分
」
に
あ
っ
た
こ
と
を
ふ
ま
え
た
一
文
と
す
る
見

解
と
一
般
論
だ
と
す
る
見
解
が
あ
り
、
こ
の
種
の
問
題
は
容
易
に
決

着
が
つ
か
な
い
こ
と
が
多
い
の
だ
が
、
世
阿
弥
の
芸
論
に
執
筆
当
時

の
世
阿
弥
が
お
か
れ
て
い
た
状
況
の
投
影
が
あ
る
こ
と
は
、
（
こ
れ
ま

で
は
あ
ま
り
留
意
さ
れ
て
は
い
な
い
が
）
そ
れ
な
り
に
認
め
ら
れ
て
し
か

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
筆
者
も
『
遊
楽
習
道
風
見
」
執
筆
の
背
景
に
元

雅
の
嫡
子
へ
の
教
導
と
い
う
事
情
を
想
定
し
た
こ
と
が
あ
り
（
「
「
遊

楽
習
道
風
見
」
の
執
筆
と
世
阿
弥
の
環
境
」
『
お
も
て
』

95
号
）
、
ま
た
、
応

永
二
十
年
代
後
半
以
降
に
改
訂
・
増
補
さ
れ
た
世
阿
弥
の
芸
論
に
、

三
郎
元
重
を
意
識
し
た
文
言
が
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
も
い
る
が
（
そ
の
点
に
つ
い
て
は
次
回
の
続
稿
で
論
じ

る
予
定
）
、
問
題
の
『
習
道
書
」
の
一
文
を
、
ワ
キ
の
曲
中
に
お
け
る

役
割
を
説
く
べ
き
文
脈
か
ら
逸
脱
し
て
「
棟
梁
不
足
」
説
が
展
開
さ

れ
て
い
る
と
し
て
、
こ
れ
を
一
般
論
と
は
み
な
し
が
た
い
と
さ
れ
た

表
氏
の
指
摘
は
傾
聴
す
べ
き
も
の
と
思
う
の
で
、
以
下
で
は
、
そ
の

立
場
か
ら
上
記
の
表
氏
の
問
題
提
起
に
答
え
て
み
た
い
と
思
う
。
ま

た
、
そ
う
し
た
視
点
か
ら
右
の
『
習
道
書
』
の
一
文
を
検
討
す
る
こ

と
が
、
当
時
の
世
阿
弥
と
三
郎
元
重
の
関
係
や
、
組
織
と
し
て
の
観

世
座
と
三
郎
元
重
の
関
係
の
解
明
と
い
う
、
本
稿
が
か
か
げ
る
問
題

に
答
え
る
こ
と
に
も
な
る
と
思
う
の
で
あ
る
。

【

2
、
元
雅
不
勘
説
に
つ
い
て
】

ま
ず
、
堂
本
正
樹
氏
や
表
章
氏
が
言
及
し
て
い
る
元
雅
不
勘
説
に

つ
い
て
の
検
討
か
ら
始
め
よ
う
。

十
郎
元
雅
の
役
者
と
し
て
の
才
能
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
疑
う
論

は
、
近
世
後
期
の
『
秦
曲
正
名
悶
言
』
や
「
観
氏
家
譜
』
を
除
け
ば
、

堂
本
正
樹
氏
や
表
章
氏
以
前
に
は
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
元
雅
評
価

に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
て
い
た
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
元
雅

逝
去
直
後
に
書
か
れ
た
『
夢
跡
一
紙
』
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
は
、
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
元
雅
は
「
子
な
が
ら
も
類
な
き
達
人
」
「
祖

父
に
も
越
え
た
る
堪
能
」
と
絶
賛
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
夢
跡
一
紙
』

の
評
価
に
つ
い
て
は
、
諸
氏
が
言
う
よ
う
に
早
世
し
た
わ
が
子
に
た

い
す
る
過
褒
と
い
う
面
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
は
思
う
が
、
し

か
し
、
い
く
ら
割
り
引
い
て
も
、
元
雅
の
こ
と
を
、
世
阿
弥
が
終
生

敬
愛
し
て
い
た
亡
父
観
阿
弥
以
上
の
役
者
だ
っ
た
と
し
て
い
る
点
か

，
 



ら
も
、
「
習
道
書
」
の
こ
の
記
事
を
も
っ
て
、
元
雅
が
じ
つ
は
芸
力

不
足
の
役
者
だ
っ
た
と
す
る
こ
と
は
、
と
う
て
い
で
き
な
い
で
あ
ろ

゜
ぶ
ノ

さ
ら
に
、
元
雅
が
凡
庸
な
役
者
で
な
か
っ
た
こ
と
に
は
、
第
三
者

の
証
言
が
あ
る
。
『
隆
源
僧
正
日
記
』
応
永
三
十
一
年
(
-
四
二
四
）

の
記
事
が
そ
れ
で
、
同
日
記
四
月
十
八
日
条
に
は
、
こ
の
日
、
榎
並

に
代
わ
っ
て
新
た
に
醍
醐
清
瀧
宮
祭
礼
能
の
楽
頭
に
な
っ
た
世
阿
弥

に
つ
い
て
、
同
日
記
は
「
子
供
三
人
不
レ
劣
レ
親
上
手
也
云
々
」
と
記

し
て
い
る
。
こ
の
「
子
供
―
二
人
」
は
、
十
郎
元
雅
、
七
郎
元
能
、
三

郎
元
重
の
こ
と
で
、
「
親
」
は
も
ち
ろ
ん
世
阿
弥
で
あ
る
。
こ
の
と

き
は
、
彼
ら
一
＿
一
人
も
世
阿
弥
の
監
督
下
に
祭
礼
能
に
出
演
し
た
よ
う

で
、
「
上
手
」
と
い
う
評
価
は
そ
の
舞
台
を
見
物
し
た
者
か
ら
の
伝

聞
ら
し
い
。
さ
ら
に
、
翌
二
十

H
に
は
新
楽
頭
世
阿
弥
の
楽
頭
始
め

の
能
が
催
さ
れ
た
が
、
『
隆
源
僧
正
日
記
』
に
は
、
新
楽
頭
世
阿
弥

が
少
年
だ
っ
た
こ
ろ
、
こ
の
醍
醐
寺
で
催
さ
れ
た
七
日
に
お
よ
ぶ
観

阿
弥
の
能
に
お
い
て
、
少
年
世
阿
弥
が
「
異
能
」
を
発
揮
し
た
こ
と

や
、
そ
の
後
の
世
阿
弥
が
観
阿
弥
に
も
劣
ら
ぬ
評
価
を
う
け
た
こ
と

な
ど
を
記
し
た
あ
と
、
「
今
子
供
三
人
、
又
以
上
手
也
。
声
巻
有
レ
之

三
代
猿
楽
也
」
と
し
て
、
元
雅
、
元
能
、
元
重
の
三
人
を
「
上
手
」

と
し
て
、
観
阿
弥
以
来
、
三
代
に
わ
た
っ
て
名
望
を
う
け
て
い
る
こ

と
を
、
世
阿
弥
の
楽
頭
就
任
と
あ
わ
せ
て
祝
福
し
て
い
る
。
こ
の
「
今

子
供
三
人
、
又
以
上
手
也
」
も
楽
頭
始
め
の
能
を
見
物
し
た
者
か
ら

の
伝
聞
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
う
し
て
、
『
隆
源
僧
正
日
記
」
に
は
、

元
雅
を
上
手
と
評
価
し
て
い
る
第
三
者
の
評
価
が
二
度
も
み
え
て
い

る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
う
ち
の
一
度
は
、
親
の
世
阿
弥
に
も

劣
ら
な
い
上
手
だ
と
い
う
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
元
雅
不
勘
説
は
ど

う
も
成
り
立
た
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
え
ま
い
。

【

3
、
『
習
道
書
』
の
「
棟
梁
不
足
」
説
に
つ
い
て
の
私
見
】

『
夢
跡
一
紙
』
の
評
価
は
多
少
は
割
り
引
い
て
考
え
る
必
要
が
あ

る
に
し
て
も
、
元
雅
は
や
は
り
そ
う
と
う
の
名
手
で
あ
っ
た
。
と
す

る
と
、
「
習
道
書
』
の
「
棟
梁
不
足
」
説
は
ど
う
理
解
し
た
ら
よ
い

の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
表
章
氏
は
、
上
記
の
よ
う
に
「
我
な
が

ら
釈
然
と
し
な
い
解
釈
」
と
し
つ
つ
、
こ
の
記
事
を
当
時
の
観
世
座

の
メ
ン
バ
ー
と
い
う
視
点
か
ら
解
釈
し
よ
う
と
し
て
、
こ
の
と
き
の

棟
梁
の
為
手
は
元
雅
で
は
な
く
老
齢
の
世
阿
弥
で
あ
っ
て
、
「
棟
梁

不
足
」
説
は
自
身
の
老
齢
に
よ
る
芸
の
低
下
を
背
景
に
し
た
発
言
で

は
な
い
か
と
の
推
測
説
を
提
示
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
推
測

の
前
提
に
な
っ
て
い
る
〔
大
夫
廿
棟
梁
〕
と
い
う
想
定
に
は
と
く
に

根
拠
が
な
く
、
氏
自
身
の
言
の
と
お
り
蓋
然
性
の
高
い
推
測
と
は
言

い
か
ね
る
。
そ
れ
で
は
、
問
題
の
記
事
は
ど
う
考
え
た
ら
よ
い
の
で

あ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
問
題
の
記
事
に
も
ど
る
と
、
そ
こ
で
強
調
さ

れ
て
い
る
の
は
、
「
棟
梁
の
不
足
」
に
た
い
す
る
「
脇
の
為
手
の
上
手
」
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の
協
調
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
「
脇
の
為
手
の
上
手
」
が
「
別

心
の
曲
」
を
な
し
た
の
で
は
よ
い
舞
台
に
な
ら
な
い
、
と
い
う
。
こ

の
記
事
を
一
般
論
で
は
な
く
、
当
時
の
観
世
座
の
状
況
を
ふ
ま
え
た

も
の
と
し
て
解
釈
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
時
期
の
棟
梁
の
為

手
は
誰
で
、
ワ
キ
の
為
手
は
誰
で
あ
っ
た
の
か
、
と
り
わ
け
、
棟
梁

の
演
技
な
ど
お
か
ま
い
な
し
に
「
別
心
の
曲
」
を
な
す
よ
う
な
「
脇

の
為
手
の
上
手
」
は
誰
な
の
か
を
具
体
的
に
考
え
て
み
る
こ
と
が
必

要
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
ま
ず
棟
梁
の
為
手
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
堂
本
正
樹
氏

や
表
章
氏
が
そ
う
考
え
ら
れ
た
よ
う
に
、
も
ち
ろ
ん
元
雅
で
あ
ろ

う
。
世
阿
弥
は
応
永
二
十
九
年
(
-
四
二
二
）
四
月
以
前
に
出
家
し
て
、

観
世
家
の
家
督
や
観
世
座
の
棟
梁
（
す
な
わ
ち
観
世
大
夫
）
は
元
雅
が

継
承
し
て
い
た
（
永
享
元
年
の
元
雅
を
観
世
大
夫
と
呼
ん
だ
例
が
『
申
楽
談
儀
』

二
十
七
条
に
あ
る
）
。
そ
う
し
て
元
雅
が
継
承
し
た
観
世
座
の
座
衆
に

た
い
す
る
心
得
を
記
し
た
の
が
永
享
二
年
(
-
四
一
110)
の
『
習
道
書
』

な
の
で
あ
る
か
ら
、
同
書
に
み
え
る
棟
梁
の
為
手
は
元
雅
以
外
に
は

考
え
ら
れ
な
い
。
そ
れ
で
は
、
ワ
キ
の
為
手
は
誰
な
の
か
。
表
氏
の

稿
で
は
こ
の
点
に
つ
い
て
は
と
く
に
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
私
見

に
よ
れ
ば
、
当
時
の
観
世
座
に
は
、
「
脇
の
為
手
の
上
手
」
と
い
わ

れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
役
者
が
二
人
い
た
。
一
人
は
七
郎
元
能
、
も
う

一
人
は
三
郎
元
重
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
七
郎
元
能
は
よ
い
と
し
て
、
三
郎
元
重
を
当
時
の
観

世
座
の
ワ
キ
の
為
手
と
す
る
の
は
、
あ
る
い
は
と
ん
で
も
な
い
妄
説

だ
と
し
て
一
笑
に
付
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
当
時
、
三
郎
元
重
は

世
阿
弥
父
子
と
は
対
抗
関
係
に
あ
っ
て
、
そ
れ
こ
そ
「
観
世
大
夫
両

座
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
ほ
と
ん
ど
一
座
の
棟
梁
の
よ
う
な
活
動

を
展
開
し
て
お
り
、
世
阿
弥
父
子
と
は
別
個
の
活
動
が
常
態
だ
っ
た

と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
、
実
際

の
活
動
面
で
の
現
象
で
あ
り
、
前
節
で
も
検
討
し
た
よ
う
に
、
そ
の

こ
と
は
た
だ
ち
に
三
郎
元
重
が
観
世
座
の
一
員
で
な
く
な
っ
て
い
た

こ
と
を
意
味
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
実
際
の
活
動
に
お
い
て
は
別

行
動
が
常
態
と
な
り
つ
つ
あ
る
こ
の
時
期
に
あ
っ
て
も
、
世
阿
弥
が

三
郎
元
重
を
な
お
観
世
座
の
ワ
キ
の
為
手
と
考
え
て
い
た
可
能
性
は

十
分
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
現
に
世
阿
弥
と
元
雅
は
、
『
習

道
書
』
執
筆
の
九
カ
月
ほ
ど
前
に
催
さ
れ
た
室
町
御
所
の
能
で
三
郎

元
重
と
一
座
し
て
お
り
（
こ
の
と
き
の
こ
と
ら
し
い
世
阿
弥
の
《
鵜
飼
》
の

演
技
が
「
申
楽
談
儀
』
十
一
条
に
み
え
る
）
、
前
則
述
の
よ
う
に
こ
の
と
き
元

雅
は
三
郎
元
重
と
多
武
峰
様
で
演
じ
ら
れ
た
《
一
谷
合
戦
》
で
共
演

し
て
い
る
。

ま
た
、
近
年
紹
介
さ
れ
た
『
応
永
三
十
四
年
能
番
組
』
（
国
立
公
文

書
館
所
蔵
「
寺
務
方
諸
廻
請
」
紙
背
）
に
よ
れ
ば
、
『
習
道
書
』
執
筆
の

三
年
前
の
応
永
三
十
四
年
(
-
四
二
七
）
二
月
の
南
都
薪
能
の
さ
い

に
は
、
二
月
十
日
に
別
当
坊
た
る
大
乗
院
に
お
い
て
、
元
雅
は
三

郎
元
重
と
十
二
次
郎
と
と
も
に
十
五
番
の
能
を
演
じ
て
い
る
（
演
じ
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た
番
数
は
元
雅
六
番
、
元
重
五
番
、
十
二
次
郎
四
番
で
、
元
雅
が
一
番
多
い
）
。

こ
の
こ
と
は
、
従
来
も
「
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
長
禄
二
年
三
月

十
六
日
条
に
転
載
さ
れ
て
い
る
康
正
三
年
（
長
棘
元
年
、
一
四
五
七
）

二
月
の
『
大
乗
院
門
跡
下
知
状
』
（
生
駒
宝
山
寺
に
原
本
が
伝
存
）
中
に
、

応
永
三
十
四
年
二
月
九
日
の
こ
と
と
し
て
、

金
晴
・
観
世
三
郎
・
同
十
郎
・
十
二
次
郎
、
四
人
同
時
被
召
之
。

於
脇
者
、
一
切
不
及
相
論
金
春
沙
汰
旨
記
録
分
明
也
。

と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
る
て
い
ど
は
知
ら
れ
て
は
い
た
。
こ
の

下
知
状
は
康
正
三
年
（
長
藤
元
年
）
の
大
乗
院
で
の
別
当
坊
猿
楽
の

さ
い
、
脇
能
の
担
当
を
め
ぐ
っ
て
金
春
と
金
剛
の
あ
い
だ
に
争
い
が

あ
っ
た
と
き
、
大
乗
院
門
跡
の
尋
尊
が
先
例
を
示
し
て
、
脇
能
の
担

当
は
金
春
に
決
ま
っ
て
い
る
と
し
て
下
し
た
裁
定
で
、
そ
こ
に
応
永

三
十
四
年
の
大
乗
院
で
の
脇
能
も
金
春
の
担
当
だ
っ
た
と
し
た
の
が

右
の
箇
所
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
記
事
は
『
応
永
三
十
四
年
能

番
組
』
の
出
現
に
よ
っ
て
、
実
際
に
は
、
二
月
九
日
に
大
蔵
大
夫
が

参
上
し
、
翌
十
日
に
元
雅
、
元
重
、
十
二
次
郎
ら
の
観
世
グ
ル
ー
プ

が
参
上
し
た
の
を
、
両
日
の
演
者
を
誤
っ
て
ー
あ
る
い
は
偽
っ
て
1

九
日
の
一
日
に
合
体
さ
せ
、
さ
ら
に
九
日
に
参
上
し
た
大
蔵
を
金
春

と
誤
っ
て
ー
あ
る
い
は
偽
っ
て
ー
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
あ

る
が
、
右
に
掲
げ
た
「
大
乗
院
門
跡
下
知
状
』
の
よ
う
に
金
春
も
参

上
し
た
か
た
ち
の
記
事
だ
と
、
三
郎
元
重
が
観
世
座
の
一
員
と
し
て

出
演
し
て
い
た
か
ど
う
か
が
明
確
で
は
な
く
、
こ
の
記
事
は
こ
れ
ま

で
は
三
郎
元
重
の
分
派
的
な
活
動
の
一
事
例
と
み
な
さ
れ
て
い
た
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
る
に
、
新
出
の
「
応
永
三
十
四
年

能
番
組
」
に
よ
れ
ば
、
事
実
は
二
月
九
日
は
大
蔵
大
夫
の
参
上
、
翌

十
日
の
能
が
元
雅
、
元
重
、
十
二
次
郎
と
い
う
観
世
座
だ
け
の
能
だ
っ

た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
が
、
『
申
楽
談
儀
』
二
十
八

条
に
「
大
乗
院
へ
は
一
座
一
座
参
り
し
ほ
ど
に
、
脇
の
沙
汰
な
し
」

と
あ
る
よ
う
に
、
二
日
が
通
例
だ
っ
た
大
乗
院
で
の
別
当
坊
猿
楽
は

異
な
る
座
が
一
座
ず
つ
別
々
に
参
上
す
る
の
が
慣
例
だ
っ
た
こ
と
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
二
月
十
日
の
元
雅
、
元
重
、
十
二
次
郎
に
よ
る
能

は
「
一
座
」
す
な
わ
ち
観
世
座
に
よ
る
能
だ
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
、
『
応

永
三
十
四
年
能
番
組
』
に
よ
っ
て
正
確
な
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
た

同
年
の
大
乗
院
で
の
別
当
坊
猿
楽
に
は
、
三
郎
元
重
が
観
世
座
の
一

員
と
し
て
参
加
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
こ

と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
こ
の
時
点
で
は
一
＿
一
郎
元
重
は
確
実
に
観

世
座
の
一
員
だ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、

『
応
水
三
十
四
年
能
番
組
」
に
所
見
の
演
目
に
は
、
こ
れ
ま
で
は
後

代
の
制
作
と
考
え
ら
れ
て
い
た
作
品
が
少
な
か
ら
ず
ふ
く
ま
れ
て
い

て
、
い
ず
れ
か
と
い
え
ば
、
作
品
研
究
へ
の
影
響
へ
の
大
き
さ
に
関

心
が
向
け
ら
れ
て
い
た
が
、
み
て
き
た
よ
う
に
同
番
組
は
世
阿
弥
晩

年
期
の
能
界
の
状
況
に
つ
い
て
も
有
用
な
資
料
で
あ
り
、
今
後
は
そ

12 



の
方
面
で
も
活
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

こ
の
ほ
か
、
世
阿
弥
・
元
雅
父
子
と
三
郎
元
重
の
一
座
（
共
演
）

が
確
実
に
知
ら
れ
る
例
と
し
て
は
、
応
永
二
十
九
年
(
-
四
一
三
）

や
同
三
十
一
年
の
醍
醐
清
瀧
宮
祭
礼
能
が
あ
る
が
、
そ
こ
で
も
棟
梁

の
為
手
は
元
雅
で
、
三
郎
元
重
（
そ
し
て
七
郎
元
能
も
）
は
ワ
キ
の
為

手
で
あ
っ
た
は
ず
で
、
そ
れ
が
世
阿
弥
が
元
雅
に
家
督
を
譲
っ
た
応

永
二
十
九
年
以
後
の
観
世
座
の
組
織
と
し
て
の
形
態
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
座
と
し
て
の
形
態
が
『
習
道
書
』
執
筆
の
永

享
二
年
(
-
四
一
―
10)
三
月
ま
で
続
い
て
い
た
可
能
性
は
高
く
（
右
に

み
た
よ
う
に
応
永
三
十
四
年
に
は
元
重
は
確
実
に
観
世
座
の
一
員
で
あ
っ
た
）
、

そ
う
で
あ
れ
ば
、
同
書
に
い
う
「
脇
の
為
手
の
上
手
」
に
七
郎
元
能

と
と
も
に
三
郎
元
重
を
加
え
る
の
は
、
ご
く
自
然
な
想
定
と
い
っ
て

よ
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
ら
ば
、
「
習
道
書
」
に
い
う
「
脇
の
為
手
の
上
手
」
は
七
郎

元
能
と
考
え
る
べ
き
か
、
三
郎
元
重
と
考
え
る
べ
き
か
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
三
郎
元
重
と
考
え
る
べ
き
か
と
思
う
。
と
い
う
の
は
、
『
習

道
書
」
に
は
、
前
掲
の
よ
う
に
「
棟
梁
不
足
な
れ
ば
と
て
、
脇
の
為

手
の
上
手
、
別
心
の
曲
を
な
さ
ば
、
一
座
不
同
に
し
て
、
能
の
順
路

あ
る
べ
か
ら
ず
」
と
い
う
一
文
が
あ
り
、
こ
れ
な
ど
は
当
時
、
あ
る

い
は
そ
の
時
期
ま
で
の
観
世
座
で
は
座
内
の
「
脇
の
為
手
の
上
手
」

が
棟
梁
の
意
に
反
し
て
「
別
心
の
曲
」
を
な
す
こ
と
が
し
ば
し
ば

あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
の
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
ワ
キ
の
為
手

と
し
て
は
、
世
阿
弥
の
意
向
を
忠
実
に
守
っ
た
と
思
わ
れ
る
七
郎
元

能
で
は
な
く
、
三
郎
元
重
を
そ
れ
と
想
定
す
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う

（
元
能
が
世
阿
弥
の
教
え
に
忠
実
だ
っ
た
ろ
う
こ
と
は
『
申
楽
談
儀
』
の
奥
書
や
、

同
書
が
編
纂
後
、
世
阿
弥
に
献
呈
さ
れ
た
ら
し
い
こ
と
に
う
か
が
え
る
）
。

か
く
て
、
「
習
道
書
』
に
い
う
「
脇
の
為
手
の
上
手
」
は
三
郎
元

重
を
念
頭
に
お
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
の
が
私
見
な
の
だ
が
、

じ
つ
は
そ
う
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
表
章
氏
が
提
起
さ
れ
た
問
題

が
整
合
的
に
説
明
で
き
る
の
で
あ
る
。

表
章
氏
の
問
題
提
起
の
中
心
は
、
「
祖
父
に
も
越
え
た
る
堪
能
」

と
ま
で
評
価
さ
れ
て
い
る
元
雅
が
、
『
習
道
書
』
の
一
文
に
よ
る
と
、

「
不
足
の
棟
梁
の
為
手
」
に
な
っ
て
し
ま
う
点
に
あ
っ
た
（
も
ち
ろ

ん
、
こ
の
一
文
が
一
般
論
で
は
な
い
と
し
た
場
合
で
あ
る
が
）
。
た
し
か
に
、

棟
梁
た
る
元
雅
の
芸
力
が
一
座
の
ワ
キ
の
為
手
よ
り
劣
る
と
い
う
の

は
、
そ
れ
だ
け
を
聞
く
と
、
い
さ
さ
か
考
え
が
た
い
こ
と
と
誰
も
が

思
う
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
ワ
キ
の
為
手
が
三
郎
元
重
で
あ
る

な
ら
ば
、
状
況
は
一
変
す
る
。
三
郎
元
重
は
元
雅
よ
り
年
長
で
、
世

阿
弥
が
観
世
座
の
棟
梁
を
譲
る
つ
も
り
で
い
た
役
者
で
あ
る
。
永
享

以
後
、
応
仁
元
年
(
-
四
六
七
）
に
没
す
る
ま
で
の
そ
の
活
動
ぶ
り

を
み
る
と
、
三
郎
元
重
は
世
阿
弥
に
ま
さ
る
と
も
劣
ら
ぬ
芸
力
の
持

主
だ
っ
た
こ
と
は
疑
い
が
な
く
、
そ
の
芸
力
も
元
雅
の
一
歩
先
を

行
っ
て
い
た
と
考
え
て
も
大
過
あ
る
ま
い
。
そ
の
三
郎
元
重
の
こ
と

を
永
享
二
年
(
-
四
三
0
)
-
―
一
月
の
時
点
で
、
世
阿
弥
が
な
お
観
世
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座
の
一
員
（
ワ
キ
の
為
手
）
と
考
え
て
い
た
と
す
る
と
、
「
た
と
ひ
棟

梁
の
不
足
な
り
と
も
．．． 

」
と
い
う
『
習
道
書
』
の
棟
梁
不
足
説
は
、

当
時
の
観
世
座
内
の
状
況
を
ふ
ま
え
た
も
の
と
な
っ
て
、
ま
こ
と
に

す
っ
き
り
と
説
明
が
つ
く
の
で
あ
る
。

以
上
が
「
習
道
書
」
の
棟
梁
不
足
説
に
つ
い
て
の
私
解
で
あ
る
が
、

じ
つ
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
平
成
十
一
年
に
先
述
の
よ
う
な
問
題
提

起
を
さ
れ
た
表
章
氏
は
、
昭
和
六
十
三
年
の
「
岩
波
講
座
能
・
狂
言

II
〔
能
楽
の
伝
書
と
芸
論
〕
』
で
は
、
『
習
道
書
』
の
問
題
の
箇
所
に

つ
い
て
言
及
し
た
さ
い
、
「
そ
こ
は
元
重
を
も
「
脇
之
為
手
」
に
含

め
る
立
場
か
ら
の
発
言
か
も
知
れ
な
い
」
と
注
（
一
一
行
の
割
注
）
で
述

べ
て
お
ら
れ
る
。
要
す
る
に
、
「
習
道
書
』
に
記
さ
れ
て
い
る
、
棟

梁
の
為
手
た
る
元
雅
よ
り
上
の
技
量
を
持
ち
、
棟
梁
の
為
手
と
は
「
別

心
の
曲
」
を
な
し
か
ね
な
い
脇
の
為
手
は
三
郎
元
重
の
可
能
性
が
あ

る
と
い
う
見
解
で
あ
る
。
平
成
十
一
年
の
「
観
世
流
史
参
究
」
で
は

そ
の
か
つ
て
の
見
解
に
ふ
れ
て
お
ら
れ
な
い
が
、
こ
の
表
氏
の
か
つ

て
の
見
解
が
私
解
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。

と
も
あ
れ
、
か
つ
て
私
解
と
同
じ
よ
う
な
推
測
が
存
在
し
た
こ
と
が

あ
っ
た
こ
と
を
報
告
し
て
、
そ
の
補
強
と
し
て
お
き
た
い
。

【

4
、
私
説
に
付
随
す
る
一
、
二
の
問
題
】

以
上
が
表
章
氏
の
問
題
提
起
に
た
い
す
る
私
見
だ
が
、
こ
こ
で
は

そ
の
補
足
と
し
て
、
私
説
に
付
随
す
る
若
干
の
問
題
に
つ
い
て
述
べ

て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
以
上
述
べ
き
た
っ
た
私
説
で
は
、
『
習
道
書
』
奥
書
年
記

の
永
享
二
年
(
-
四
三
0
)
三
月
の
時
点
で
、
世
阿
弥
が
三
郎
元
重

を
観
世
座
の
一
員
（
ワ
キ
の
為
手
）
と
み
な
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
そ
の
点
が
私
説
の
最
重
要
部
分
な
の
だ
が
、
し

か
し
、
そ
の
よ
う
に
考
え
た
場
合
、
『
習
道
書
』
の
執
筆
動
機
や
永

享
初
年
の
能
界
の
状
況
に
つ
い
て
も
、
従
来
の
理
解
を
見
直
す
必
要

が
出
て
く
る
よ
う
に
思
う
。

そ
も
そ
も
、
こ
れ
ま
で
考
え
ら
れ
て
き
た
「
習
道
書
』
の
執
筆
動

機
は
、
義
教
が
足
利
将
軍
家
の
家
督
を
相
続
し
た
正
長
元
年
（
応
水

三
十
五
年
、
一
四
二
八
）
以
来
、
義
教
の
後
援
の
も
と
、
世
阿
弥
父
子

と
は
別
個
に
、
あ
た
か
も
一
座
の
棟
梁
の
ご
と
く
に
活
動
し
は
じ
め

て
い
た
三
郎
元
重
に
対
抗
す
べ
く
、
観
世
座
の
座
衆
の
結
束
を
は
か

る
た
め
、
と
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
『
習
道
書
』
執

筆
当
時
は
、
観
世
座
は
す
で
に
元
雅
の
座
と
元
重
の
座
に
分
裂
し
て

い
た
と
す
る
見
解
と
一
体
で
、
そ
れ
が
当
時
の
状
況
に
つ
い
て
の
能

楽
研
究
の
定
説
で
も
あ
っ
た
。
表
章
氏
が
平
成
十
一
年
の
「
観
世
流

史
参
究
」
で
、
問
題
の
『
習
道
書
』
の
一
文
を
当
時
の
観
世
座
の
状

況
と
か
か
わ
ら
せ
て
考
え
よ
う
と
し
て
、
そ
こ
に
三
郎
元
重
の
存
在

を
ま
っ
た
く
考
え
な
か
っ
た
の
も
、
そ
う
し
た
定
説
に
依
拠
し
た
結

果
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
私
見
の
よ
う
に
、
永
享
二
年
三
月
の

時
点
で
、
世
阿
弥
が
三
郎
元
重
を
観
世
座
の
一
員
と
み
な
し
て
い
た
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と
す
れ
ば
、
『
習
道
書
」
の
執
筆
動
機
は
、
組
織
上
は
ワ
キ
の
為
手

と
い
う
座
の
一
員
で
あ
る
三
郎
元
重
が
、
自
身
の
芸
力
や
義
教
の
後

援
を
た
て
に
、
棟
梁
と
は
「
別
心
の
曲
」
を
な
す
こ
と
が
多
く
な
っ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

て
き
た
状
況
を
う
け
て
、
三
郎
元
重
を
も
含
め
た
座
衆
の
結
束
を
は

か
る
こ
と
を
目
的
に
執
筆
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、
「
習
道
書
』

の
執
筆
動
機
に
つ
い
て
の
理
解
が
従
来
と
は
微
妙
に
異
な
っ
て
く

る
。
そ
の
結
果
、
問
題
の
ワ
キ
の
為
手
の
心
得
を
説
い
た
条
に
お
い

て
は
、
世
阿
弥
の
籠
は
ワ
キ
の
為
手
の
心
得
を
説
く
文
脈
か
ら
逸
脱

し
て
、
つ
い
、
こ
こ
数
年
来
の
一
＿
一
郎
元
重
の
「
別
心
の
曲
」
を
強
く

非
難
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
か

と
思
う
。

ま
た
、
永
享
二
年
(
-
四
三
0
)
三
月
の
『
習
道
書
』
執
筆
の
時

点
で
、
世
阿
弥
が
三
郎
元
重
を
観
世
座
の
一
員
と
考
え
て
い
た
と
す

れ
ば
、
そ
れ
が
い
つ
ま
で
続
い
た
か
が
問
題
に
な
る
。
し
か
し
、
そ

れ
は
そ
う
遠
い
先
の
こ
と
で
は
な
く
、
前
稿
（
「
世
阿
弥
と
三
郎
元
重
（
そ

の
一
）
」
）
で
論
じ
た
よ
う
に
、
三
郎
元
重
が
実
質
的
に
観
世
大
夫
の

地
位
を
獲
得
し
た
と
思
わ
れ
る
永
享
二
年
末
か
ら
永
享
三
年
初
頭
こ

ろ
ま
で
の
こ
と
で
、
そ
れ
以
後
は
、
従
来
も
い
わ
れ
て
い
る
と
お
り
、

観
世
座
は
世
阿
弥
父
子
の
座
と
三
郎
元
重
の
座
に
分
裂
し
た
と
み
て

よ
い
で
あ
ろ
う
。
分
裂
と
は
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
と
く
に
三
郎
元
重

が
独
立
を
宣
言
す
る
と
か
、
世
阿
弥
が
三
郎
元
重
を
座
か
ら
除
名
し

た
と
か
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
将
軍
義
教
の
強
力
な
三
郎
元
重
引
き

立
て
の
結
果
と
し
て
、
お
の
ず
と
二
座
が
並
立
す
る
状
況
に
な
っ
た

と
い
う
の
が
実
情
に
近
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
う
し

て
み
る
と
、
『
習
道
書
』
は
観
世
座
分
裂
の
直
前
、
三
郎
元
重
が
ま

だ
か
ろ
う
じ
て
観
世
座
の
一
員
で
あ
っ
た
時
期
に
、
世
阿
弥
が
一
座

の
結
束
を
願
っ
て
執
筆
し
た
書
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
と
い
う
こ

と
は
、
『
習
道
書
』
執
箪
時
に
は
、
世
阿
弥
は
な
お
三
郎
元
重
と
一

座
し
て
の
演
能
を
予
想
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
後
の
義
教

の
三
郎
元
重
引
き
立
て
は
世
阿
弥
の
予
想
を
は
る
か
に
こ
え
た
も
の

で
あ
っ
て
、
『
習
道
書
』
執
策
後
は
世
阿
弥
父
子
と
三
郎
元
重
が
一

座
す
る
機
会
は
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
あ
る
い
は
、

「
観
世
大
夫
両
座
」
と
記
さ
れ
た
永
享
元
年
(
-
四
二
九
）
五
月
の
催

し
が
両
者
が
一
座
し
た
さ
い
ご
の
場
だ
っ
た
こ
と
も
十
分
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
世
阿
弥
が
『
習
道

書
』
に
こ
め
た
願
い
は
、
ま
も
な
く
き
び
し
い
現
実
の
前
に
む
な
し

い
画
餅
と
化
し
た
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

【

l
、
元
雅
が
観
世
大
夫
を
継
承
し
て
以
後
の
三
郎
元
重
の
心
情
】

こ
れ
ま
で
は
三
郎
元
重
が
観
世
座
内
で
い
か
な
る
位
置
に
あ
っ

た
か
に
つ
い
て
、
永
享
元
年
(
-
四
二
九
）
五
月
の
室
町
御
所
で
の

元
雅
が
観
世
家
の
歴
代
に

数
え
ら
れ
て
い
な
い
理
由
を
め
ぐ
っ
て
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立
合
能
と
、
永
享
二
年
三
月
の
年
記
奥
書
を
も
つ
『
習
道
書
』

ワ
キ
の
為
手
の
心
得
に
つ
い
て
説
い
た
条
の
記
述
（
「
棟
梁
不
足
」
説
）

を
め
ぐ
っ
て
検
討
し
た
が
、
三
郎
元
重
と
観
世
座
と
の
関
係
と
い
う

点
で
は
、
も
う
ひ
と
つ
、
明
ら
か
に
観
世
大
夫
で
あ
っ
た
元
雅
が
観

世
家
の
系
譜
に
お
い
て
は
歴
代
に
数
え
ら
れ
て
い
な
い
理
由
に
つ
い

て
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
こ
の
点
は
後
述
の
よ
う
に
は

や
く
か
ら
表
章
氏
が
問
題
に
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
問

題
は
た
ん
に
元
雅
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
三
郎
元
重
と
観
世
座
の

関
係
、
と
り
わ
け
十
郎
元
雅
が
観
世
大
夫
を
継
承
し
た
応
永
二
十
九

年
以
降
に
お
け
る
三
郎
元
重
と
観
世
座
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
不
可

分
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
こ
の
項
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
検
討
を
も
ふ
ま
え
つ
つ
、
こ
の
問
題
を
元
雅
が
観
世
座

の
棟
梁
と
な
っ
た
応
永
二
十
九
年
以
降
の
三
郎
元
重
の
「
心
情
」
に

焦
点
を
あ
て
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

前
節
で
は
『
習
道
書
」
の
「
棟
梁
不
足
」
説
を
め
ぐ
っ
て
、
当
時

の
世
阿
弥
が
三
郎
元
重
を
な
お
観
世
座
の
一
員
と
み
な
し
て
い
た
ろ

う
と
推
定
し
た
が
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
三
郎
元
重
は
も
と
も
と
観

世
座
の
一
員
で
あ
っ
た
（
応
永
二
十
九
年
と
同
三
十
一
年
の
清
瀧
宮
祭
礼

能
で
世
阿
弥
と
一
座
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
）
。
し
か
も
、
彼

の
場
合
は
た
ん
な
る
一
貝
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
あ
る
時
期
ま
で

は
、
世
阿
弥
に
よ
っ
て
そ
の
後
継
者
と
み
な
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ

る
。
そ
の
こ
と
は
、
冒
頭
に
も
紹
介
し
た
香
西
精
氏
の
論
考
「
元
雅 の

行
年
考
ー
新
・
三
郎
元
重
養
嗣
子
説
ー
」
に
お
い
て
、
世
阿
弥
が
「
三
郎
」

と
い
う
観
世
家
の
嫡
子
の
通
称
を
元
重
に
与
え
て
い
る
事
実
を
も
と

に
論
証
さ
れ
た
こ
と
で
、
現
在
で
は
、
枇
阿
弥
と
三
郎
元
重
の
関
係

に
つ
い
て
は
、
そ
う
考
え
る
の
が
当
然
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
場
合
、

そ
の
「
あ
る
時
期
ま
で
」
の
「
あ
る
時
期
」
を
い
つ
ご
ろ
と
考
え
れ

ば
よ
い
か
が
大
き
な
問
題
と
な
る
が
（
そ
の
点
は
世
阿
弥
が
弟
四
郎
に
芸

論
を
与
え
た
時
期
な
ど
が
目
安
に
な
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
回
の
続
稿
で

論
じ
る
予
定
）
、
と
も
あ
れ
、
あ
る
時
期
ま
で
三
郎
元
重
が
観
世
座
（
あ

る
い
は
観
世
家
）
の
継
承
者
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
疑
い
の
な
い
こ
と

と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
が
応
永
二
十
九
年
(
-
四
二
二
）
こ
ろ
に
世
阿

弥
が
出
家
し
た
あ
と
、
観
世
座
の
棟
梁
（
観
世
大
夫
）
は
元
雅
が
継

承
し
た
。
そ
の
こ
と
は
、
先
学
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
『
申

楽
談
俄
』
二
十
七
条
で
応
永
元
年
(
-
四
一
＿
九
）
＿
―
-
月
の
薪
能
で
「
観

世
大
夫
元
雅
」
が
《
八
幡
放
生
会
の
能
》
（
《
放
生
川
》
）
を
演
じ
た
と

す
る
記
事
が
端
的
に
物
語
っ
て
い
よ
う
。
ま
た
、
そ
れ
は
、
世
阿
弥

自
身
が
『
夢
跡
一
紙
』
や
『
却
来
華
』
で
、
元
雅
に
は
生
前
、
「
道

の
秘
伝
・
奥
義
」
を
す
べ
て
相
伝
し
た
と
記
し
て
い
る
こ
と
に
も
う

か
が
え
よ
う
。
こ
う
し
て
、
応
永
二
十
九
年
以
降
の
三
郎
元
重
は
、

か
つ
て
の
観
世
座
（
観
世
家
）
の
後
継
者
か
ら
、
年
下
の
元
雅
を
棟

梁
と
す
る
観
世
座
の
ワ
キ
の
為
手
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
前
節
ま

で
に
棲
々
検
討
し
た
の
は
、
そ
う
し
た
時
期
の
観
世
座
と
三
郎
元
重

と
の
関
係
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
三
郎
元
重
は
、
「
習
道
書
』
奥
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書
年
記
の
永
享
二
年
（
＿
四
一
二
0
)
三
月
こ
ろ
ま
で
は
、
そ
の
観
世

座
の
一
員
と
み
な
さ
れ
て
い
た
ろ
う
と
推
定
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ

こ
で
問
題
に
し
た
い
の
は
、
元
雅
を
棟
梁
と
す
る
観
世
座
の
ワ
キ
の

為
手
と
い
う
位
置
を
、
三
郎
元
重
が
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
た

か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
直

接
示
す
資
料
は
皆
無
で
あ
り
、
元
重
の
心
理
や
感
情
と
い
う
よ
う

な
こ
と
は
今
日
か
ら
は
と
う
て
い
知
り
う
べ
く
も
な
い
こ
と
で
あ
ろ

う
が
、
観
世
座
の
継
承
を
約
束
さ
れ
て
い
た
か
つ
て
の
地
位
を
思
え

ば
、
三
郎
元
重
が
そ
こ
に
な
ん
ら
か
の
こ
だ
わ
り
を
感
じ
て
い
た
と

考
え
る
こ
と
は
常
識
的
に
も
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
か
り
に
、
三
郎

元
重
が
観
世
座
の
後
継
者
と
み
な
さ
れ
て
い
た
時
期
が
応
永
二
十
九

年
を
そ
う
さ
か
の
ぽ
ら
な
い
こ
ろ
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
う
し
た

思
い
は
そ
れ
だ
け
強
か
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
の
場
合
、
観
世
座

の
棟
梁
の
座
が
世
阿
弥
か
ら
元
雅
に
譲
ら
れ
た
の
は
、
三
郎
元
重
に

は
養
父
世
阿
弥
の
約
束
違
反
と
映
っ
た
こ
と
も
十
分
考
え
ら
れ
る
で

あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
ひ
と
つ
の
仮
定
で
あ
る
が
、

そ
の
よ
う
な
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
状
況
の
な
か
、
元
雅
は
永
享
四
年

（
一
四
三
二
）
八
月
に
伊
勢
で
客
死
し
、
そ
の
結
果
、
世
阿
弥
の
嫡
流

に
後
継
者
が
い
な
い
な
か
、
観
世
座
の
棟
梁
の
座
は
、
い
わ
ば
お
の

ず
と
一
二
郎
元
重
の
も
と
に
転
が
り
こ
ん
で
き
た
の
で
あ
る
。

以
上
が
筆
者
が
考
え
る
、
元
雅
が
観
世
大
夫
を
継
承
し
た
応
永

二
十
九
年
以
降
の
三
郎
元
重
の
心
情
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
少
な
く

と
も
三
郎
元
重
は
世
阿
弥
が
元
雅
に
観
世
座
の
棟
梁
の
座
を
譲
っ
た

応
氷
二
十
九
年
以
降
の
状
況
を
従
順
に
受
け
入
れ
て
い
た
わ
け
で
は

あ
る
ま
い
と
み
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
さ
き
に
述
べ
た

よ
う
に
、
こ
の
推
測
に
は
こ
れ
と
い
う
明
確
な
根
拠
が
あ
る
わ
け
で

は
な
い
。
し
か
し
、
香
西
氏
が
論
考
「
元
雅
行
年
考
ー
新
・
元
重
養

嗣
子
説
ー
」
で
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
世
阿
弥
が
三
郎
元
重
を
後
継

者
と
み
な
し
て
い
た
事
実
を
ふ
ま
え
る
な
ら
ば
、
そ
う
考
え
る
の
が

む
し
ろ
自
然
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

【

2
、
元
雅
が
観
世
家
の
歴
代
に
数
え
ら
れ
て
い
な
い
理
由
】

応
永
二
十
九
年
以
降
の
三
郎
元
重
の
心
情
が
こ
の
よ
う
に
考
え

ら
れ
る
な
ら
ば
、
観
世
大
夫
を
継
承
し
て
い
た
こ
と
が
確
実
な
元
雅

が
観
世
家
の
歴
代
に
加
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
も
、
従
来

と
は
や
や
異
な
る
理
由
が
浮
上
し
て
く
る
。

こ
れ
ま
で
も
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
観
世
座
の
棟
梁
（
観
世
家
の

当
主
）
は
世
阿
弥
か
ら
元
雅
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
従
え
ば
、

観
世
家
の
三
代
目
は
元
雅
と
な
る
の
だ
が
、
江
戸
時
代
編
纂
の
「
観

世
累
葉
履
歴
』
な
ど
観
世
家
の
家
譜
で
は
、
元
雅
を
代
数
に
入
れ
ず
、

三
郎
元
重
を
第
三
代
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
注
目
し
、

は
や
く
か
ら
そ
の
理
由
を
考
え
て
き
た
の
が
表
章
氏
で
、
同
氏
は
、

ま
ず
「
観
世
大
夫
元
雅
小
考
ー
大
夫
号
の
意
義
の
変
遷
ー
」
（
『
鋏
仙
j

昭

和
五
十
三
年
一
月
）
で
こ
の
問
題
を
と
り
あ
げ
、
観
恨
大
夫
と
い
う
呼
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称
が
三
郎
元
璽
（
音
阿
弥
）
の
時
代
以
降
、
室
町
幕
府
の
職
名
的
な

称
号
に
な
っ
た
と
の
見
解
の
も
と
、
元
雅
が
観
世
家
の
歴
代
に
数
え

ら
れ
て
い
な
い
の
は
、
元
雅
が
ほ
と
ん
ど
幕
府
に
用
い
ら
れ
な
か
っ

た
た
め
で
、
そ
れ
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
か
つ
妥
当
な
処
置
だ
と

さ
れ
て
い
る
。
同
氏
は
さ
ら
に
、
「
観
世
流
史
参
究
」
の
「
⑥
観
世

十
郎
元
雅
と
そ
の
後
裔
」
（
「
観
世
」
平
成
十
一
年
四
月
）
に
お
い
て
も
、
「
観

世
大
夫
の
歴
代
に
数
え
な
い
理
由
」
の
一
項
を
設
け
（
こ
の
こ
と
は
す

で
に
紹
介
）
、
前
稿
と
同
じ
趣
旨
の
こ
と
を
要
約
し
て
述
べ
て
い
る
。

こ
の
表
章
氏
の
見
解
は
大
夫
号
の
意
味
を
ふ
ま
え
た
点
な
ど
傾

聴
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
三
郎
元
重
が
棟
梁
の
為
手
と
な
る
ま
で

の
経
緯
が
前
項
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
以
下
の
よ
う

な
事
情
も
そ
の
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

す
な
わ
ち
、
三
郎
元
重
に
し
て
み
れ
ば
、
棟
梁
の
為
手
の
座
が
元

雅
の
死
に
よ
っ
て
自
身
の
も
と
に
転
が
り
こ
ん
で
き
た
と
き
、
世
阿

弥
の
あ
と
の
観
世
座
の
棟
梁
の
為
手
は
も
と
も
と
自
分
が
約
束
さ
れ

て
い
た
も
の
で
、
そ
れ
が
元
雅
の
も
の
と
な
っ
た
の
は
あ
く
ま
で
も

世
阿
弥
の
違
約
の
た
め
で
あ
り
、
自
分
こ
そ
が
世
阿
弥
の
あ
と
の
観

世
座
の
棟
梁
（
観
世
家
の
当
主
）
の
正
当
な
継
承
者
だ
と
い
う
思
い
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
同
時
に
そ
れ
は
、

三
郎
元
重
が
十
年
あ
ま
り
観
惟
座
の
棟
梁
の
地
位
に
あ
っ
た
元
雅
を

棟
梁
と
し
て
認
め
て
い
な
か
っ
た
ろ
う
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
そ
の

こ
と
は
な
に
よ
り
も
そ
の
後
の
観
世
家
が
元
雅
を
観
世
家
の
歴
代
に

数
え
て
い
な
い
事
実
が
雄
弁
に
物
語
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
筆
者
は
さ
き
に
、
元
雅
が
観
世
大
夫
を
継
承
し
た
あ
と
の
三
郎

元
重
の
心
情
な
ど
今
日
か
ら
は
知
り
う
べ
く
も
な
い
と
し
た
が
、
三

郎
元
重
以
降
の
観
世
家
が
元
雅
を
歴
代
に
加
え
て
い
な
い
こ
と
に
、

彼
の
心
情
が
端
的
に
刻
印
さ
れ
て
い
る
と
み
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

と
も
あ
れ
、
三
郎
元
重
が
自
身
の
棟
梁
就
任
を
以
上
の
よ
う
に
受

け
と
め
て
い
た
と
す
れ
ば
、
三
郎
元
重
を
直
接
の
祖
と
す
る
そ
の
後

の
観
世
家
が
元
雅
を
歴
代
に
加
え
て
い
な
い
の
は
当
然
の
こ
と
と
首

肯
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
い
う
こ
と
は
、
観
世
家
が
元

雅
を
歴
代
に
数
え
て
い
な
い
の
は
、
後
代
の
観
世
家
の
判
断
で
は
な

く
、
上
記
の
よ
う
な
三
郎
元
重
の
心
情
あ
る
い
は
主
張
ー
世
阿
弥
の

あ
と
の
観
世
座
の
正
当
な
継
承
者
は
自
分
で
あ
る
と
い
う
主
張
ー

に
由
来
し
、
そ
の
主
張
が
代
々
観
世
家
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
と
い
う

こ
と
に
な
る
か
と
思
う
。

以
上
は
こ
れ
と
い
う
資
料
上
の
裏
づ
け
を
も
た
な
い
推
測
で
は
あ

る
が
、
元
重
が
三
郎
と
い
う
名
を
世
阿
弥
か
ら
与
え
ら
れ
て
い
る
事

実
を
ふ
ま
え
る
な
ら
ば
、
あ
り
う
べ
き
こ
と
と
し
て
一
説
と
し
て
認

め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
な
お
、
以
上
の
私
説
は
か
な
ら

ず
し
も
表
章
氏
の
所
説
を
排
除
す
る
も
の
で
は
な
い
。
観
世
家
が
元

雅
を
歴
代
に
入
れ
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
表
氏
が
想
定
さ
れ

て
い
る
よ
う
な
公
的
な
理
由
と
私
説
の
よ
う
な
三
郎
元
重
の
私
的
な

理
由
と
の
二
つ
を
あ
わ
せ
考
え
る
必
要
も
あ
る
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。
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本
稿
で
は
、
も
っ
ぱ
ら
三
郎
元
重
と
組
織
と
し
て
の
観
世
座
の
関

係
を
み
て
き
た
が
、
す
で
に
何
度
か
言
及
し
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の

こ
と
と
三
郎
元
重
が
世
阿
弥
父
子
と
別
行
動
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
と
は
別
の
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
を
伝
え
る
も
っ
と
も
早
い
資
料

が
応
永
三
十
四
年
(
-
四
二
七
）
の
稲
荷
辺
で
の
勧
進
能
興
行
で
あ

る
が
、
例
の
永
享
元
年
(
-
四
二
九
）
「
の
「
観
世
大
夫
両
座
」
の
さ

い
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
、
つ
ぎ
の
『
申
楽
談
儀
』
十
一
条
の
記
事
も
、

そ
の
点
に
つ
い
て
の
責
重
な
資
料
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
同
書
に

ょ、9 

鵜
飼
の
能
に
、
「
真
如
の
月
や
出
ぬ
ら
ん
、
／
＼
」
、
今
の
御
所
、

馬
場
の
能
の
時
、
下
に
早
く
言
ひ
て
、
真
中
の
坪
に
入
ら
ざ
り

し
な
り
。
「
月
や
」
か
ら
、
き
つ
き
っ
と
拍
子
に
て
持
つ
て
、
「
出

ぬ
ら
ん
」
と
言
て
、
行
く
足
を
宙
に
持
つ
て
、
ど
う
ど
踏
む
所

な
り
。
か
や
う
の
所
、
下
の
拍
子
な
り
。
そ
の
能
、
入
組
の
座

並
に
て
せ
し
ゅ
へ
な
り
。

い
れ
く
み

と
あ
っ
て
、
そ
の
と
き
の
《
鵜
飼
》
が
「
入
組
の
座
並
」
で
演
じ
ら

れ
た
が
た
め
に
、
地
謡
と
の
呼
吸
が
合
わ
ず
、
「
真
如
の
月
や
出
で

む
す
び

ぬ
ら
ん
」
の
足
拍
子
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
う
ま
く
と
れ
な
か
っ
た
と
の

世
阿
弥
自
身
の
発
言
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
入
組
の
座
並
」
は

世
阿
弥
父
子
が
「
一
手
」
を
組
ん
だ
三
郎
元
重
の
グ
ル
ー
プ
と
の
混

成
を
意
味
し
、
《
鵜
飼
》
の
地
謡
が
元
重
グ
ル
ー
プ
の
役
者
の
担
当

だ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
が
、
そ
の
た
め
に
足
拍
子
の
タ
イ
ミ

ン
グ
が
合
わ
な
か
っ
た
と
い
う
の
は
、
こ
の
時
期
の
「
両
座
（
両
グ

ル
ー
プ
）
」
の
疎
遠
な
関
係
を
う
か
が
わ
せ
る
ま
こ
と
に
興
味
深
い
発

言
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
ー
い
わ
ば
三
郎
元
重
の
分
派
活
動
ー

が
い
つ
ご
ろ
か
ら
生
ま
れ
た
か
も
、
世
阿
弥
と
三
郎
元
重
の
関
係
を

考
え
る
場
合
の
重
要
な
問
題
点
で
あ
る
が
、
そ
の
点
は
次
回
の
続
稿

で
ふ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
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